
□三］
「学生のおもしろ企画·大学祭企画」実施報告書

※整理番号：

企画名

履帯を用いた輸送装置モデルの設計

実施日

令和 元年 5 月 1 日（ 水） ～ 令和 二年 3 月 1 日（ 日）

実施場所

フェニックス工房

企画代表者の氏名， 所属

氏名：富田正俊

構成員の氏名

   草本悠貴

 丸本啓太 

指導的立場の教員氏名

所属：工学研究科

池条 清隆 助教 工学研究科 機械システム工学専攻 機械設計システム研究室

企画の目的及び内容

履帯を用いた輸送装置モデルを開発する． 昨今， 自然災害による被害が日本各地で発生し
ている 特に大雨による被害については， 昨年の西日本豪雨により東広島市は流通ルートが
寸断され， 物資の運搬に大きな影響を与えた． 運搬履帯を用いた輸送装置であれば， タイヤ
を使用するものと比べ路面状態の影響を大きく軽減することができる．

来場者数

50名

主催・後援団体（外部のコンテスト等に参加する場合は， そのコンテストの規模）

なし

活動の内容（準備， 広報活動， 当日の様子等）

私達の活動目的は、 履帯と呼ばれる装置を用いて動力を伝達し、 駆動する車両のミニチュ
アモデルを作成することでした。 活動の中間発表という形で、 大学祭にて広報活動を行いま
した。 準備として作業した内容実施は， 作成した車体の運搬や展示準備， 実際に行った実技
内容 (CAD モデルの作成， 溶接など）の概要を紹介するポスターの作成などです． ポスター作
製では， 工学部で学ぶ内容と， その応用として活動の中で使用した知識がつながるように意
識しました 展示の場所が大学祭の中心から少し離れていたこともあり、 来場者数はそこま
で多くはなかったですが、 特に小さなお子さんたちからは大きく目を引く車体や、 駆動部の
設計に用いた CAD モデルはご好評をいただきました。 工学部で学ぶ内容の面白さを、 実際に
手を動かしながら自身達が改めて感じていましたので、 来場した方にもぜひこういった部分
を伝えられればと思っていました。 小さなお子さんにこういった感想を頂けたのは、 非常に
嬉しく思いました。

また、 非常に多くの実際にお仕事として履帯や動力伝達装置に携わっていらっしゃる方に
興味を持っていただけたのは成果の一 つだと思います。 重機を作っていらっしゃるメ ー カ ー

の方や、 個人的にインターンでお邪魔した企業の社員の方などにもお話を伺うことができ、
設計に対して多くのアドバイスをいただきました。 特に、 ご職業として鋳造をご専門として
いらっしゃる方が大学祭にご来場頂き、 非常にたくさんのポイントを教えていただきまし
た。 特に， 抜け勾配を意識した金型の設計のコツや， 流動性が高く鋳込みやすいアルミの種
類など， 実務的な知識を多くお話しいただけました． これらの知識は， 今後の制作にも活か
していこうと思っております。 一 般の方に工学部での学習の面白さを伝えられたらと行った
広報活動ですが， 逆に専門の方からの好意的な反応をいただき， うれしく思いました．

（裏面に続く）




